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③ 、A
健康で勤労にはげむ明るい町にい (町民憲章よ り)

⑧⑧⑧⑨清涼を誘う噴水池が完成 昭和54年

健康で快i直な生活IZ1境に明るい

太陽と緑22かな街づ くりを と、

総合体育館搬に造成している高美

公園内中心、広場が完了。早ゃくも

赤レンガ造りの三段噴水地は涼み

を求めて訪れる人たちの憩し、のI五
、場となっています。今年度は残る

植街、杭抜、 l週路工、日付明灯 (2 
基)が姐l設されて完成しますが、

楽しい憩いの公開はみんな的施設

です。特に三色町照明がつく噴水

池町木は循環式なのでゴミや土砂

を入れないよう注意しあい、いつ

もきれいな噴水を楽しみましょう。
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圏かな圃操をはぐくむ圏境をめざす

今金中学校の建設計画
56年新設統合中学校として完成7月着工、

外
観
、

間
取
も
ほ
ぼ
決
ま
る

統
合
中
学
校
と
し
て
の
目
的
を
も
っ

今
金
中
学
校
の
匙
張
計
画
が
、
こ
の
ほ

ど
外
観
平
内
部
町
間
取
り
も
ほ
ぼ
決
ま

り
、
五
十
六
年
度
完
成
を
目
ざ
し
て
七

月
に
泊
工
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
金
中
学
校
の
現
校
舎
は
、
昭
和
二

十
二
年
に
建
設
さ
れ
て
以
来
、
幾
度
と

な
く
増
改
築
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
年

々
老
朽
度
が
ひ
ど
〈
な
り
、
五
十
二
年

十
月
、
道
教
育
庁
か
ら
延
べ
二
千
五
百

九
十
七
平
方
H
M

の
校
舎
の
ヲ
ち
二
千
四

百
七
十
二
平
方
幻
が
n
危
険
校
舎
。
と

し
て
認
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

町
で
は
、
国
庫
補
助
の
見
通
し
を
得

て
一
昨
年
に
新
校
合
的
全
体
設
計
を
終

え
、
す
で
に
建
設
場
所
で
あ
る
田
代
橋

近
く
の
青
少
年
会
館
東
側
に
敷
地
内
造

成
走
行
っ
て
き
ま
し
弓

開
地
殻
剖
画
に
よ
り
ま
す
と
、
本
年
度

か
ら
五
十
六
年
皮
肉
三
ヵ
年
継
続
事
業

と
し
、
一
年
次
を
危
険
校
舎
の
改
築
、

二
年
次
に
統
合
校
舎
の
建
設
、

三
年
次

に
屋
体
主
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
.

敷
地
総
而
獄
五
万

一
千
三
百
二
十一

平
方
幻
の
北
側
に
校
舎
、
南
側
の
利
別

川
築
堤
側
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
っ
て
お

り
、
校
舎
、
体
育
館
を
は
じ
め
、
諸
施

設
、
教
H
H
住
宅
建
股
な
ど
に
投
ぜ
ら
れ

る
総
事
業
費
は
十
五
億
三
千
万
円
余
と

い
う
超
大
型
予
算
を
見
込
み
、
総
事
業

が
完
了
す
る
五
十
七
年
度
に
は
、
桧
山

今金中学校統合校舎の完成予想図

管
内
は
も
ち
ろ
ん
道
南
で
も
最
高
の
施

施
を
誇
る
近
代
的
な
校
舎
が
実
現
し
ま
す
.

五
十
四

・
五
十
五
色

一
ヵ
年
で
完
成

す
る
校
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三

階
建
て
、
延
べ
五
千
二
百
三
十
九
平
方

μ。
一
階
南
国
に
六
十
四
平
方
幻
の
普

通
教
室
が
六
つ
、
特
殊
学
級
が
一
教
室
、

の
ほ
か
、
百
二
十
八
平
方
υ
引
の
職
業
教

室
が
あ
り
、
北
而
の
入
口
に
向
っ
て
中

央
に
四
百
二
十
四
平
方
幻
と
広
い
食
堂

が
設
け
ら
れ
、
玄
関
左
側
に
職
只
室
、

校
長
室
、
放
送
室
、
会
議
室
、
保
健
室
、

右
側
に
家
庭
科
、
技
術
教
室
が
二
つ
ず

つ
あ
り
ま
す
。
二
階
町
南
聞
は
一
階
と

同
じ
に
普
通
教
室
が
六
つ
‘
北
面
中
央

に
百
六
十
平
方

μ
の
図
控
室
と
生
徒
会

室
、
相
談
室
が
あ
り
、
両
棟
に
美
術
、

音
楽
、
理
科
の
各
教
室
が
二
つ
ず
つ
あ

る
ほ
か
、
税
聴
覚
室
、

L
L
(言
賠
)

教
室
も
設
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

校
舎
の
特
徴
は
、
普
通
教
室
が
す
べ

て
明
る
い
南
側
に
置
か
れ
、
各
教
室
問

は
段
差
の
あ
る
位
世
に
教
室
を
造
る
ス

キ
y
プ
フ
ロ
ア
方
式
が
と
り
入
れ
ら

れ
、
し
か
も
二
教
室
子
つ
が
向
か
い
合

う

w
パ

y
テ
リ

1
7
イ
プ
e

と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
階
は
機
械
室
、
水

槽
室
、
屯
気
室
に
倉
庫
、
町
庫
、
更
衣

室
が
巡
ら
れ
ま
す
。

五
十
六
年
度
に
完
成
す
る
体
育
館
は

二
階
建
て
延
べ
一
千
六
百
四
十
九
平
方

H
M
a

一
階
は
普
通
体
育
室
(
ア
リ
ナ

l
)
ス
テ
ー
ジ
の
ほ
か
、
更
衣
室
、
ン

ヤ
ワ
l
ル
ー
ム
の
あ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
、
二
階
が
柔
、
剣
道
を
行
う
武
道
室

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
.

一
方
、
三
万
五
百
平
方
幻
の
広
い
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
は
野
球
場
、
陸
上
、
サ
ン

ヵ
ー
な
ど
の
各
コ
ト
が
酎
軍
備
さ
れ
、

さ
ら
に
五
十
七
年
度
に
は
校
舎
東
側

敷

け

地
に
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ

l
ト、

プ
ル
も
建
設
す
る
計
画
で
す
。

総
事
業
費
十
五
億
三
千
万
円
の
財
源

と
し
て
は
、
固
か
ら
の
補
助
金
が
四
億

六
千
六
百
万
円
、
起
債
が
一二
億
三
千
五

百
万
問
を
計
上
、
町
の

一
般
財
源
は
七

億
三
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

N
j
ハ
ι

|

新校苦言のT階平面図

、、一-ノ

。
訪
問
時
期

7
月
却
日
以
降

。
訪
問
回
数
原
則
と
し
て
一
求
人
者

一
校
二
固
ま
で

(但
し
、
学
校
長
が

進
路
指
導
上
と
く
に
必
要
と
認
め
た

場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
J

ω推
せ
ん
・
選
考
の
開
始
時
期

ヤ

中

学

校

ロ

月

1
日
以
降

マ
高
等
学
校
推
せ
ん
9
月
幻
日
以
降

選
考
叩
月
l
日
以
降

川
不
公
正
求
人
活
動
に
対
す
る
措
置

求
人
活
動
は
ん

11γ
を
厳
守
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が

若
し
も
ル

l
ル
に
違
反
す
る
求
人
活

動
を
行
っ
た
場
合
は
、
紹
介
停
止
等

の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
函
館
公
共
職

業
安
定
所
北
桧
山
分
室
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。
(
屯
④
5
7
2
4
)

日
年

3
月
・
新
規
学
校
卒
業
者
の

職
業
紹
介
の
取
扱
い

昭
和
五
十
五
年
三
月
新
規
中
学
校
、

高
等
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
す
る
求
人

の
受
理
保
認
め
時
期
及
び
学
校
訪
問
的

取
掛
い
並
び
に
仰
せ
ん
選
々
の
開
始
時

期
等
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
厳
守
し
て
く
だ
さ
い
。

川
求
人
の
受
理
・
確
認
の
時
期

守
中
午
校

求
人
受
現
開
始

7
H
1
日
以
降

求
人
連
絡
川
始
7
月
日
日
以
降

V
高
等
学
校

選
考
日
求
人
内
谷
等
雌
認
の
た
め

の
求
人
以
受
付
開
始
7
η
l
日
以
降

求
人
受
型
、
返
戻
辿
給
開
始

大
麻
・
不
正
栽
培
の

け
し
を
撲
減
し
よ
う

今
年
も
六
月
一

日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
を
、
針
生
大
麻
撲
滅
迎
動
期
間
と

し
て
、
野
生
大
麻
と
不
正
栽
府
内
け
し

の
棋
絶
を
則
す
る
こ
と
に
主
り
ま
し
れJ古

川
年
度
は
、
野
生
大
麻
に
つ
い
て
は

約
三
百
八
4
一
一
万
本
、
不
正
栽
培
向
け

し
に
つ
い
て
は
約
千
四
百
本
を
除
去
し

ま
L
P、
本
年
も
除
去
に
当
た
っ
て
は

野
生
大
麻
自
生
地
内

「土
地
所
有
者
に

よ
る
除
去
」
を
原
則
と
し
て
進
め
ま
す
。

大
麻
を
吸
煙
す
る
と
‘
陶
酔
感
、
知

7
月
日
日
以
降

ω学
校
訪
問
時
期
及
び
回
数

マ
中
学
校

。
訪
問
時
間
州

7
月
初
日

(求
人
受
理

後
)
以
降
9
月
初
固
ま
で

口
訪
問
回
数

一
求
人
者
一
校
一
回
、

(
但
し
、
心
身
に
障
害
を
持
つ
な
ど

進
路
桁
湖
上
と
く
に
配
慮
を
必
要
と

す
る
新
規
学
校
卒
業
者
を
対
象
と
す

る
求
人
活
動
を
行
う
場
合
で
あ
っ
て

当
該
学
校
管
轄
の
公
共
職
業
安
吃
助

長
が
学
校
長
と
協
議
の
う
え
必
要
と

認
め
た
場
r
A
V
は
-』
肉
眼
り
で
な
い
J

7
高
等
学
校

覚
、
感
礼
的
変
(
台
、
ひ
い
て
は
幻
覚
を

も
た
ら
し
、
泡
性
.
慢
性
中
毒
に
よ
り

粕
神
変
容
状
態
を
呈
し
ま
す
。
特
に
成

長
期
に
あ
る
背
少
年
は
‘
精
神
的
に
非

出
に
不
安
定
で
あ
り
、
大
麻
を
吸
煙
す

る
こ
と
は
、

一
般
成
人
以
上
に
危
険
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
体
験

に
よ
り
薬
物
へ
依
存
す
る
こ
と
を
覚
、
之
、

自
立
向
精
神
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
に
も

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

「大
麻
は
、
特
に
成
長
期
に
あ
る
背
少

年
に
及
ぽ
す
害
が
大
き
い
」
こ
と
を
町

民
一
人
ひ
と
り
が
再
認
識
し
、
野
生
大

麻
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

け
し
は
、
鑑
賞
用
と
し
て
栽
倍
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
け
し
に
は
多
く
の
品
種

が
あ
り
、
「
ソ
ム
ニ
フ
エ
ル
ム
栂
」
及

び
「
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
し
の
栽
培
は
禁

止
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
‘
許
可
を
受

け
ず
に
栽
培
し
ま
す
と
雌
し
〈
倒
せ
ら

れ
ま
す
。
け
し
を
栽
培
す
る
際
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
、
ー

な
お
、
大
麻
や
け
し
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
保
健
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
.
3



正
し
い
匡
転
車
の
秦
り
方

自転車

安全に乗るための

8080 
を⑨⑨⑧⑮⑨@⑨  

初
夏
の
訪
れ
と
と
も
に
、
本
格
的
な
行
楽
シ
ズ
ン

の
開
幕
で
す
。
レ
ジ
ャ
に
体
力
づ
く
り
C
、
は
だ
ま

だ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
の

H

足
H

に
と
、
婦
人
層
や

子
供
に
人
気
を
よ
ん
で
い
る
の
が
、
自
転
車
で
す
。

自
動
車
の
よ
う
巳
免
許
証
が
い
る
わ
け
で
な
し
、
練

習
す
れ
ば
だ
れ
で
も
乗
れ
る
便
利
な
乗
り
物
で
す
ガ
、

山
配
な
の
は
受
通
事
畝
で
す
。

合
図
な
し
に
急
に
道
毘
巴
飛
び
出
し
た
り
、
斜
め
穣

断
や
U
タ
ン
な
ど
、
自
転
車
の
突
通
ル
ー
ル
違
反
ガ

原
因
で
の
死
傷
事
故
ガ
目
立
っ
て
い
ま
す
。

一
人

一
人
ガ
、
正
し
い
白
話
車
の
乗
り
方
を
身
C
つ

け
ま
し
ょ
う
。
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Iま- -
ノレし

』こよ

左
折
す
る
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
た

り
、
後
輪
に
ま
き
こ
ま
れ
て
死
傷
す

る
事
故
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

自
転
車
で
左
折
す
る
と
き
は
、
ま

ず
後
ろ
の
安
全
を
確
か
め
て
か
ら
、

早
自
に
左
折
内
合
図
を
し
、
で
き
る

だ
け
道
路
の
左
端
に
沿
っ
て
徐
行
し

な
が
ら
曲
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

後
ろ
に
左
折
す
る
車
の
あ
る
と
き

は
、
交
差
占
の
手
前
で
一
時
停
止
し

て
、
車
を
や
り
す
ご
し
て
か
ら
左
折

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
歩
行
者
同
通
行
を
防
げ
な

H

方
向
指
示
H

は
腕
で
合
図
を

反
対
側
へ
の
斜
め
債
断
や
U
タ
ー
ン
な
ど
、
直
進

中
に
い
き
な
り
進
路
を
変
え
る
の
は
、
事
故
に
結
び

つ
き
ゃ
す
く
、
だ
い
へ
ん
危
険
で
す
。

道
路
は
、
み
ん
な
が
利
用
す
る
も
の
で
す
。
車
も

自
転
車
も
歩
行
者
も
一
定
の
ル
ル
巳
従
っ
て
こ
そ
、

み
ん
な
の
安
全
ガ
保
定
れ
る
の
で
す
。

自
転
車
ガ
左
折
、
右
折
、
停
比
を
シ
グ
ナ
ル
ラ

ン
プ
で
他
の
車
や
歩
行
者
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
、
自

転
車
利
用
者
も
H

次
の
行
動
n

巳
つ
い
て
、
早
く
正

確
に

w
腕
の
合
図
H

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

て
の
ひ
ら
を
下

横
に
水
平
に
出
し

通
し
の
き
く
道
路

と
後
方
の
安
全
を

し
ま
し
ょ
う
。

に
し
て
、
右
腕
を

ま
す
。
発
進
は
見

の
左
端
で
、
前
方

確
か
め
て
か
ら
に

P 

.比~

発進の合図

右
腕
を
ひ
じ
の
と
こ
ろ
で
曲
げ
て
、

府
内
線
と
直
角
に
な
る
よ
う
に
立
て

ま
す
。
あ
る
い
は
、
左
腕
を
横
に
水

平
に
出
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

て
の
ひ
ら
を
下
に
し
て

機
に
水
平
に
出
し
ま
す
。

右
腕
を

(比百

右
腕
を
斜
め
下
に
出
し
ま
す
。
停

止
す
る
と
き
は
、
急
に
ブ
レ
ー
キ
を

か
け
た
り
せ
ず
、
と
く
に
後
方
的
車

な
ど
に
注
意
し
て
、
道
路
町
左
端
に

停
止
し
、
左
端
に
降
り
ま
し
ょ
う
。

左折の合図

た
だ
、

左
手
を
使
っ
た
場
合
.
右

・
手
に
よ
る
前
輪
の
ブ
レ
ー
キ
し
か
使

え
ず
、
倒
れ
や
す
い
の
が
欠
点
で
す
。

ブ
レ
ー
キ
は
、
左
手
側
に
つ
い
て
い

る
後
輪
円
ブ
レ
ー
キ
を
中
心
に
し
た

方
が
安
全
で
す
。

融譜轍車晦J弘

〈
信
号
機
の
あ
る
と
き
〉

交
差
点
を
斜
的
に
、
対
角
線
上
を

横
断
す
る
の
は
、
最
も
危
険
で
す
。

直
進
す
る
車
に
は
ね
ら
れ
る
恐
れ
が

あ
る
か
ら
で
す
。

ま
ず
、
背
信
号
で
向
こ
う
側
内
角

ま
で
ま

っ
す
ぐ
進
み
、
停
止
め
合
図

を
し
て
、
い
っ
た
ん
止
ま
り
ま
す
。

置語圏直盟国艦

(4 ) 

子
供
さ
ん
に
自
転
車
を
買
っ
て

与
え
る
と
き
は
、
汰
の
占
、
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

。
サ
ド
ル
に
ま
た
が
っ
て
み
て
、

無
理
の
な
い
姿
勢
で
ハ
ン
ド
ル
や

ブ
レ
ー
キ
が
操
作
で
き
、
両
足
先

が
地
面
に
つ
く
か
確
か
め
る
。

。
子
供
は
、
す
ぐ
大
き
く
な
る

か
ら
と
い
っ
て
、
体
に
合
わ
な
い

大
き
な
自
転
車
を
与
え
る
の
は
、

事
故
の
も
と
で
す
。
ご
注
意
を
。

¥ー/

降
り
て
自
転
車
の
向
き
を
右
に
変
え
、

正
面
の
信
号
が
青
に
な
る
の
を
待
っ

て
か
ら
、
発
進
の
合
図
を
し
て
進
ん

で
く
だ
さ
い
。

右折の合図一一停止の合図

〈
信
号
機
の
な
い
と
き
〉

早
め
に
右
折
の
合
図
を
し
て
か
ら

交
差
点
的
向
こ
う
側
ま
で
ま
っ
す

ぐ
進
み
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
な
が

ら
前
後
左
右
的
安
全
を
確
認
し
て
、

右
に
曲
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

( 5 ) 
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素
朴
な
大
自
然
の
中
的
泌
境
町
沌
と
し
て
知
ら

れ
る
今
金
町
宇
中
里
町
オ
オ
ン

ュ
プ
ン
ナ
イ
的
沌

の
ヒ
流
約
一

・
問
J
地
山
で
、
こ
の
ほ
ど
、
刊
さ

十

一
口
、
町
八
υ
川
は
ど
の
沌
が
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
沌
は
、
オ
オ
ン
ュ
ブ
ン
ナ
イ
町
沌

と
ウ
リ
二
つ
の
形
を
し
て
お
り
、
二
段
に
活
ち
る

水
し
ぶ
き
も
催
株
。
上
部
の
段
と
中
段
に
円
引
の

沌
つ
ぼ
が
二
つ
あ
り
‘

山
側
か
ら
で
も
見
お
ろ
せ

る
の
が
特
徴
で
す
。
町
観
光
関
係
者
は
と
り
あ
え

ず
「第
二
円
沌
」
と
名
付
け
て
周
辺
町
幣
備
を
凶
る

方
針
て
す
。

オ
オ
シ
ュ
ヲ
ン
ナ
イ
の
沌
は
、
市
街
地

(役
場

前
)
か
ら一

五

八

J
離
れ
た
中
里
地
区
で
、
国

道
二
七
七
号

超
ア
ら
南
方
に
向
か
っ
て
折
札
国

有
林
内
町
浩
車
内
林
逃
を
六

・
四
J
ほ
ど
行
っ
た

地
点
の
〆
プ
ン
ナ
イ
川
に
あ
リ
ま
す
.

周
囲
は
つ
勺
そ

?
tし
た
原
生
件
で
そ
の
品
有

と
山
某
を
求

E
1
こ
町
二
、
三
年
、
町
内
外
か

句
訪
れ
る
，P

T

え
て
い
ま
す

u

n
第
二
の
沌
e

も
オ
オ
ン
ュ
ブ
ン
ナ
イ
的
施
か

ら
上
流
に
向
っ
た
林
必
τ沿
い
の
近
く
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
地
元
町
人
た
ち
だ
け
が
「
沌
が
あ

る
」
こ
と
を
知
っ
て
い
た
位
伎
で
し
た
。
今
年
、

町
観
光
協
会
の
手
で
オ
オ
ン
ュ
ブ
ン
ナ
イ
の
沌
へ

案
内
棋
織
を
立
て
た
の
に
と
も
な
い
、
こ
の
ほ
ど

地
元
町
伊
雌
五

一
さ
ん
円
案
内
で
、
新
し
い
沌
の

現
地
を
雌
認
し
た
も
の
で
す
。

志
文
内
林
道
は
、
急
カ
l
フ
が
多
く
ま
た
、
一

部
川
ば
が
辺
山町
に
な
っ
て
い
た
り
、
治
布
の
危
険

が
多
い
の
で
法
立
が
必
要
で
す
が
、
辿
仇
山
は
泉
町

車
で
も

i

走
れ
ま
す
。

今
夏
か
ら
訪
れ
る
人
の
た
め
、

現
地
を
初
介
し

ま
し
ょ
一
っ
。

可雪道e~~'-:;~" '-~す吋F、;ぇ叡;察予

よから見ると円型の滝つぼがある

新しく確認されたホ第 2の滝"↑

宅議

Vシュブンナイ林道入口(国縫方面から撮す)

..... ・・--

e卜
4

標
識
の
?

左
側
2
足
除
き
斤
〈

注意 入糾する前に伊藤

五ーさん宅前の箱の中!こある

入林者名簿に氏名等を記入す

る。林道は刀 フ多いので安

全速度30もを守る。森林を大

切にし、ジピ気取扱は充分注意

Jレてく芝さい。Y7キ・ウドとり 5片的新紘時期になりますと、 111某を求め

て間有林に入品人が多くなりますが、ここオオンエプノナイの沌付

近もフキ ウドが目白です。山林内での不自則的半故を防ぐため 註

立 ~!ün を政守 し、 ド1 蛇とのふ札あいを大切に L ましょう .

'"オオジュブンナイの;竜ー

甘から荘厳な悼t止として残されている ニの沌は #の附を浴びて

虹をえがき 、7 キグ〉と ヴがl咲きはころびるヒ罰、L11!i，とりに訪れる人

々の阿を来Lませる。

ンユフンナイとは、アイヌ ~r~で「ウグイ)1 1 j の意味。布、ウグイ

(品、ハラ)が群をな してのぼったので、この名がついた といわれて

いま寸が、今でも沌つぼにはウグイ がたくさんいて 釣をする了ど

Lたちを在ばしています.



町民ひろばロロ地域的できごと、話題、町政への意見 、要望・生活向知恵などを お寄 せ く だ さ い 口 口町民ひろば

天沼峰ーさんの 2男(大和町)

和幸ちゃん 53.8.22生れ

「体重が10.4九 もあるのでハ

イハイも大変なよう 。動くおも

ちゃのように早〈事きたいなアリ

写真募集中 3哉までのお干き

んの 日常的スナソプ写真をお寄

せください。 企画調l広報係

本州からの花嫁さんを歓迎

結婚式はミルクで乾杯/

酪農家の若者が消費拡大作戦

タ
ブ
っ
き
気
味
で
ピ
ン
チ
に
立
た

さ
れ
て
い
る
牛
乳
生
産
|
。

「も
っ

と
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

道
ホ
ク
レ
ン
は
ヰ
乳
消
費
拡
大
を
目

ざ
し
た
P
R
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
生
産
地
の
本
町
で
も

酪
良
家
の
青
年
た
ち
が
、
あ
れ
こ
れ

と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
運
動
の

効
呆
を
高
め
よ
、
っ
と
懸
命
で
す
。

六
月
十
目
、
今
金
町
民
セ
ン
タ
ー

し勺せ 口 口 口 広 報 口 口 お Lらせ 口 口

まく環境町保全をすすめる運動や

環境美化運!IiJ)、花いっぱい巡回Jな

ど、住みよい環境づくりが展開さ

れていますa

工場や事務所、 Aなさん円敷地

内が盤頓されていないと、周囲町

人たちに不快感を与え、悪央、粉

じん、汚水専の苦情が多くなりま

す、美 L<住みよい町づくりにみ

なさんのご協力をお願いします.

圃道季節労働者通年雇用相談員の

設置、 ご季Ij用を

函館公共職業安定所では、雇用

と生活の安定を図るため、止の方

を北海道季節封働者通年雇用相談

貝に委嘱しておりますので、お気

軽にご利用〈ださい。

b相談p 石手1 昭夫

b勤務先 函館公共職業安定所八

雲出張所

011話 01376- 2 -2509) 

広報 ロ ロ お Lらせ ロロロ 広報 ロロ お Lらせ 口口

で
行
わ
れ
た
結
婚
式
も
そ
の
ひ
と
つ
。

脱
都
会
を
目
さ
し
、
北
海
道
の
澄
み

き
っ
た
大
空
緑
町
大
地
で
の
び
の
び

と
汗
を
流
す
そ
、
フ
快
な
生
活
を
求
的
、

牛
飼
い
の
青
年
に
泣
く
新
潟
県
か
ら
嫁

い
で
き
た
鈴
木
早
苗
さ
ん
。
そ
の
花
嫁

を
迎
、
え
た
の
は
美
利
河
で
酌
良
一
本
松

の
佐
藤
政
太
郎
さ
ん
の
長
男
盟
さ
ん
、

ご
両
人
の
結
婚
祝
賀
会
で
は
、
準
備
委

員
の
牒
協
酪
良
部
会
長
の
伊
藤
実
さ
ん

⑫ 
わだし疋ちの白常生活の中には、

いろいろなハカリガ活躍レてい草

す。ところで、これらの酎畳器ガ

粟疋して正確かどうか、性能はど

うかという判断は、 消資者には芯

ガ芯ガでき苦せん。 このだめ、国

ガ一定の技術上の基準を設けて、

その基準に適合したものについて

のみ 、合格証、を付けさせる制度

ガあり苦す。 これは 「家庭用計理

器制度」と呼ばれ、必要に応じて

立ち入り横査や鼠買棋査を行い、

国の技術上の基準ガ守られている

かどうかを監視するものです。

販売業者l革、原則としてこのマ

ークのついていないE十畳器を扱つ

てはいけ思いこと1こなってい苦す。

現在、この制度の適用を受ける

家庭用計量器は、へんスメータ

調理周はかり、乳児用はかり、坂

町きガラス製温度計、パイメタル

式温度計(針の動きによって温度

の目盛りを指す方式のもの) 2配

以下の繊維製及び合成樹脂製の巻

き尺の6種類です。お買い求めの

際は、このマークガついているか

どうかお確かめください。

(10) 

消費者とマー ク

使って安心

計って正U在

を
チ
フ
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
改
良
に

意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
酪
股
家
の
青
年

グ
ル
ー
プ
が
、
式
の
乾
杯
は

n
新
鮮
な

牛
乳
で
H

引
き
出
物
は

n
乳
製
品
の
詩

的
合
せ
u

と
決
的
、
牛
乳
消
費
拡
大
に

一
役
只
っ
て
も
ら
う
祝
釘
会
を
行
っ
た

も
の
で
す
。

式
場
で
は
村
本
位
協
組
合
が
、
こ
れ

ま
で
横
浜
市
立
市
民
病
院
の
れ
っ
き
と

し
た
看
護
婦
さ
ん
で
あ
っ
た
早
苗
さ
ん

に

『早
〈
今
金
何
気
候
、
風
土
に
慣
れ
、

政
さ
ん
と

一
緒
に
酪
股
を
大
き
く
育
て

て
ほ
し
い
』
と
励
ま
し
、
早
苗
さ
ん
は

「お
い
し
い
牛
乳
の
消
費
拡
大
に
役
立

一

つ
な
ん
て
、
本
当
に
う
れ
し
い
。

一
生

一

円
思
い
出
に
な
り
ま
す
」
と
盟
さ
ん
と

一

ニ
y
コ
リ
。
仲
人
役
の
町
結
婚
相
談
只

一

の
荒
井
正
信
さ
ん
夫
妥
を
は
じ
め
、
大

一

勢
町
人
た
ち
も
速
い
本
州
か
ら
の
花
嫁

一

さ
ん
に
心
あ
た
た
か
い
祝
稲
内
言
葉
を

一

送
る
な
ど
、
明
目
的
農
業
を
担
う
若
い

一

酪
股
後
継
者
に
ふ
さ
わ
し
い
、
明
る
い

一

結
婚
祝
賀
会
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
だ

~

本州がらの花嫁をミルクで祝う結婚式

圃交通事故巡回相談のご利用を

連日起きる交通事故 あなたが

加害者にな っても 、被害者になっ

てもその時から生活が一変してし

まう 。亡くなった人的代償は、け

がの補償は 。どちらにしても

大変問題ですが、こんな交通事故

で困っている方向ために、巡回相

官炎ヵ、聞かれます。被害者、加害者

はもちろん第 3者でもお気軽にご

相談ください。

b日 時 8月24日午前 9-16時

b場所北桧山町公民館

〈渡品支庁交通事故相談所〉

.移動中小企嘩経営・ 雇用相談

厳しい経済情勢のもとで企業内

経世安定に苦慮している 中小企業

者向ために「移動中小企業経営、

雇用相談室」を止によ り開催 Lま

す。相談室では道の金融、労働施

策、経首指喝事業内周知を図ると

ともに、個別企業ごとに金融、経

営、原用円相談及び助言、情報提

供等を専門機関町担当者が相談に

応じるものです。

[>.mHlli日 7月27日(金)9時四分

から 17時まで、桧山支IT会議室

ホある日のあなた・ー写真をさ しあげます.

.急行ニセコ 3号のご利用を

国鉄背函局では.溺1棚組内利便

を図るため、 7月 1日から下り急

行ニセコ 3号(函館発14時四分)

を国縫駅(日時11分活)で停車す

ることにし、瀬棚組ダイヤノレ(国

縫発16時28分)に接続することに

なりました。これにより従来の函

館発下り長万部行普通列車13時40

分の利用と同じに、下り札幌行急

行ニセコ 3号 14時29分発を利用し

ても今金駅には 17時 18分に到治す

ることになります。

.7月の体日当番医

1日今金町沼田医院 E②0324

8日北桧山町国保病院 E④5321

15日今金町国保病院 E②0221

22日北桧山町国保病院 E④5321

29日今金町岩間医院 E②0057

-公害防止の自主点植を

6月 5日から 6月11日まてザ)]

週間は「環境迎間」です。

ことしも町内各地てョ公害の防止

や自然の保織など、私たちをとり

-老人医療受給資格証の更新を

老人医療受給資格証は 7月 1日

から新Lくなります。

印鑑、健康保険証、公的年金証

書を持参向上、早めに役場福祉課

で手続き Lてください。

職
場
は
、
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
分
担
し
、
協
力
し
て
仕
事
を
す
る
場

所
で
す
。

誤
解
を
招
か
な
い
、
は
っ
き
り
と
し

た
言
葉
泣
い
、
良
い
人
間
関
係

を
か
も
し
出
す
親
し
み
の
あ
る

1

‘

言
葉
遣
い
、
上
司
や
先
輩
に
対

Iν
守

す
る
折
り
目
正
し
い
言
葉
遣
い
、

嘩

層

部
外
何
人
に
対
し
て
札
を
失
し

葉

主
主
つ
な
言
葉
遣
い

l
i

言

職
場
町
規
律
を
保
ち
仕
事
を

γ
J

円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は

fu

以
上

2つ
な
言
葉
遣
い
を
身

で

に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
て

場

上
司
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う

山
路

に
言
、
っ
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

冒

n

「
課
長
、
何
時
に
お
で
か
け
に

な
り
ま
す
か
?
L

寸
ー
ー
ー

職
場
に
よ
っ
て
慣
習
が
速
い

解
一
0
4
=
E
葉
一

ま
す
し
、
女
子
職
員
は
「
き
ん
」

γ

見
)
一
遣
与

を
つ
け
て
寄
っ
場
合
も
あ
り
ま

古
ぼ

/

¥

ロ
感
謝
し
ま
す
図

-
社
協
愛
情
銀
行
へ
予
託
・
払
い
出
し

マ
立
正
佼
成
会
桧
山
支
部
(
代
表
赤
川

彰

一
さ
ん
)
か
ら
サ
イ
ダ
ー
二
箱
、
労

力
奉
仕
十
人
を
盟
寿
図
ヘ
マ
明
治
乳
業

臥
今
金
工
場
か
ら
布
団
外
三
十
五
点
を

光
の
旦
学
園
へ
。
守
山
本
進
さ
ん
(
極

川
)
か
ら
五
万
円
を
盟
寿
園
ヘ
ヤ
大
倉

啓
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら
三
千
円

を
光
の
里
字
国
に
、

二
千
円
を
小
百
合

保
育
園
ヘ
マ
栗
山
チ
タ
エ
さ
ん
(
曙
町
)

か
ら
五
千
円
を
光
の
里
学
園
ヘ
マ
河
村

昭
夫
さ
ん

(八
幡
町
)
か
ら
亡
夫
の
香

典
返
し
に
各
十
万
円
を
光
の
里
学
園
と

盟
寿
図
に
マ
美
利
河
婦
人
会
(
代
表
松

尾
フ
ジ
ノ
き
ん
)
か
ら
果
物
二
十
J
、

お
む
つ
布
五
十
枚
を
盟
奔
図
ヘ
マ
石
山

フ
ジ
エ
さ
ん
(
花
石
)
か
ら
お
む
つ
七

十
枚
、
パ
ス
タ
オ
ル
=
一
枚
を
盟
寿
国
ヘ

マ
租
川
青
年
団
(
渡
辺
教
勝
団
長
)
四

人
が
盟
奔
図
の
春
耕
奉
仕
を
マ
立
正
問

成
会
桧
山
支
部
壮
年
部
(
代
表
栗
山
幸

3 

胃
が
ん
検
診
の
申
込
み
は

七
月
十
七
日
ま
で
で
す

町
福
祉
課
で
は
本
年
度
の
同
町
集
団

検
診
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

マ
対
'
笠
宮
=
干
五
歳
以
上
の
男
女

(
但
し
二
一↓
五
歳
未
満
で
も
前
年
度
の

検
診
で
異
常
の
あ
っ
た
者
及
び
血
縁
者

に
ガ
ン
忠
者
の
あ
る
方
は
受
訟
で
き
る
。
)

¥ Jノ

民

税

〈
一期
〉

六
月
三
十
固
ま
で

固

定

資

産

税

〈
二
期
〉

国
民
健
康
保
険
税

〈
一
期
〉

七
月
三
十

一
日
ま
で

町
・
道

雄
さ
ん
)
八
人
が
町
内
の
交
通
安
全
標

識
補
修
奉
仕
マ
久
保
田
常
次
さ
ん
(
大

和
町
)
か
ら
全
快
祝
を
返
上
し
て
十
万

円
を
社
協
生
活
応
急
資
金
へ
。

マ
大
倉

啓
太
郎
さ
ん
(
昭
和
町
)
か
ら
三
千
円

を
光
の
里
学
園
に
、
二
千
円
を
小
百
合

保
育
園
ヘ
マ
上
村
益
太
郎
さ
ん
(
未
広

町
)
か
ら
五
万
円
を
社
協
愛
情
銀
行
ヘ

マ
今
金
町
建
設
協
会
(
庄
司
定
見
会
長
)

か
ら
各
十
万
円
を
光
の
星
学
園
、
盟
寿

国
ヘ
マ
棚
橋
精
次
郎
さ
ん
(
南
栄
町
)

か
ら
各

一
万
円
を
盟
寿
園
、
光
の
里
学

園
、
社
協
愛
情
銀
行
ヘ
マ
大
倉
啓
太
郎

き
ん
(
昭
和
町
)
か
ら
一
二
千
円
を
光
の

里
学
園
に
。
三
千
円
を
小
百
合
保
育
園

、
|
そ
れ
ぞ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

す
が
、
一
般
に
職
場
用
語
と
し
て
、
課

長
、
部
長
、
社
長
な
ど
は

寸き
ん
」
を

つ
け
る
ま
で
も
な
く
、
そ
の
ま
ま
敬
称

に
な
り
ま
す
。

「お
で
か
け
に
な
る
」
は
尊
敬
語
で
す
。

課
長
の
こ
と
に
つ
い
て
他
に
連
絡
す

る
場
合
は
、
相
手
に
よ
っ
て
例
え
は
次

の
よ
う
に
言
い
ま
す
。

H
部
長
へ
の
連
絡
「
課
長
は

四
時
に
そ
ち
ら
へ
参
り
ま
す」

口
会
社
の
得
意
先
な
ど
へ
の

辿
絡
「
O
O
(
課
長
の
姓
)
は
四

時
に
伺
、
っ
と
申
し
て
お
り
ま
す
μ

ど
ち
ら
も
「
参
る
¥
伺
う
」

な
ど
の
謙
譲
語
を
使
っ
て
‘

相

手
に
敬
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
ハ
門
の
場
合
は
「
行
か
れ

ま
す
L

と
課
長
に
尊
敬
語
を
使

う
場
合
も
あ
る
の
が

ωと
違
77

点
で
す
。

マ
申
込
み
期
限
七
月
十
七
日
ま
で

マ
人
員
は
先
着
順
四
百
人
マ
検
診
日
|

七
月
二
十
五
日
附
か
ら
二
十
八
日
出
向

四
日
間
マ
場
所
|
町
民
セ
ン
タ
マ
受

診
料
国
保
の
被
保
険
者
は
六
百
円
、

そ
れ
以
外
何
者
は
千
百
円
。
但
し
満
六

十
五
歳
以
上
向
者
と
生
活
保
護
世
帯
者

は
無
料
。
マ
申
込
み
先
は
福
祉
課
衛
生

係
へ
。
電
語
に
よ
る
m'存
も
す
る
。

〕1
 

1
 

〔



曲
が
摘
み
だ
す
こ
と
は
、
む
し

酬
を
治
療
し
な
い
で
お
く
こ
と
が

原
因
で
す
.
歯
医
者
で
治
療
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
急
に
摘
み

だ
し
た
と
き
の
家
庭
で
の
応
急
手

当
の
方
法
は
。

〈痛
い
部
分
を
き
れ
い
に
〉
つ
ま

楊
伎
の
さ
さ
に
オ
キ
ン
ド
!
ル
を

つ
け
て
‘
む
し
歯
の
穴
の
か
す
を

と
り
、
ぬ
る
ま
湯
に
食
砥
を
少
し

入
れ
て
、
痛
み
の
あ
る
部

分
に
よ
く
い
き
わ
た
る
よ

う
に
、
う
が
い
を
す
る
。

《痛
み
の
ひ
ど
い
と
き
は
V

口
の
な
か
を
清
潔
に
し

て
、
大
人
的
人
で
あ
れ
ば

小
さ
な
綿
隙
に
ヨ
ー
ド
チ

ン
キ
を
ひ
た
し
、

山
叩
い
部

分
に
押
し
込
み
ま
す
。
こ

の
と
き
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
が

舌
や
曲
ぐ
さ
に
ふ
れ
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

む
し
H

聞
が
大
き
く
痛
み

が
ひ
ど
い
と
き
は
、
小
さ
な
鮒
球

を
ぬ
ら
し
て
ア
ス
ピ
リ
ン
の
錠
剤

を
粉
に
し
た
も
の
を
つ
け
て
む
し

歯
肉
穴
に
押
し
込
む
よ
う
に
す
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
.

な
お
、
胃
腸
薬
の
ク
レ
オ
ソ
ー

ト
を
痛
い
と
こ
ろ
に
押
し
込
む
こ

と
も
よ
い

で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
千

ど
も
に
も
安
全
で
、
殺
菌
作
用
と

揃
み
を
と
る
作
用
が
あ
っ
て
効
巣

l
j

的
で
す
。

o
d
m
一

〈氷
の
う
で
冷
や
す
こ
と
V

庭

+

]

一

も

一
つ
}
な
お
摘
み
が
と

会
一
丘
一

れ
な
い
と
き
は
、
ア
ス
ピ

リ
ン
を
服
用
す
る
ほ
か
、

「
」
E
ヨ一

同
時
に
、
柿
む
方
の
ほ
お

一一

日
目

を
、
ぬ
れ
タ
オ
ル
か
氷
の

一

一

nA
う
で
冷
や
す
こ
と
も

一つ

二

急

円
方
法
で
す
。

hυ
一
計川山

し
か
し
、
こ
れ
は
一
時

z
F一
」
J

的
な
も
の
で
、
む
し
曲
の

河
川
一
一

よ
う
に
ゾ
ウ
ゲ
質
が
い
た

“
出

「
し

ん
で
い
る
と
き
や
、
奥
の

歯
髄
ま
で
痛
ん
で
い
る
と

き
は
、
鋲
楠
剤
を
の
ん
で
も
効
巣

は
あ
り
ま
せ
ん。

こ
の

4
つ
に
応
急
手
当
て
で
一
削

み
は
と
れ
て
も
、
む
し
向
は
完
全

に
な
お
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
大
き
く
な
ら
な
い
よ

う
に
、
早
く
前
科
医
円
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

=広被=

トヒRックス

一
d

・
老
人
ク
ラ
フ
と
婦
人
会
員
が
花
壇
整
備

一
期
日
出
川
川
の
は
じ
ま
っ
た
六
月
五
H
役
坊
町

一5
2
2ム
下
本
主
地
域
同
地
殻

凶

一
体
に
配
布
し
た
が
、

今
世

Z
人
ク
ラ
ブ
と
今
全

』
婦
人
会
只
は
リ
ザ
述
内
似
点
公
川
町
北
凶
に
柄
え

一
込
み
問
#
取
り
に
心
よ
い
汗
を
流
し
て
い
べ
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〉住民の到l捻1
両ijIi Iこ

比べて
人口 9，258(-76) 

見 4，519(-50) 

女 4，739(-26) 
l止命 Z，654(-6) 

(AZrJ:品切)

村
升
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V
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民
男

斉
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香
津
士
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忠
由

安

田

綾

V
M
(
英
広

花
刊
行
干
泌
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悠
明

小
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軍
由
美
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出

品

納

u
h
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好
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浜
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泌
(孝

針

呂
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J63u雄

水
本
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品
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院

雌

弘
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品
(咋
雄
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社
干
%(他
的

坂
本
純
情
vm(久
光

ロ
お
た
ん
じ
よ
う
お
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で
と
う

附
将
一
市
中
U

凡
(将

二
列
)日向
山耐

鈴

木

彬

U
A
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勝
広

二
男
)神

日

長
男
)
御
影

長
男
)
南
栄
町

長
女
)
栄
町

長
女
)
花
有

三
k
)御
影

長
女
)
南
栄
町

長
女
)
昭
和
町

長
引
)末
広
町

民
見
)
自

打

一一
川
)極

川

長
女
)紋

町

二
列
)金

原
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発
行
北
海
道
今
金
町
役
場
代
②

o
l
-
-番
編

集
/
企
画
課
広
報
係

(12) 

-
ゴ
ミ
は
正
し
〈
決
め
ら
れ
た
場
所
へ

最
近
、
旭
台
線
、
拠
般
川
町
町
桜
沢

伯
、
ト
マ
ン
ケ
ン
附
近
に
ゴ
ミ
の
不
法

投
棄
が
目
立
っ
て
均
え
て
い
る
。
自
分

で
出
す
ご
み
ぐ
ら
い
は
、
衛
生
上
も
環

境
美
化
的
而
か
ら
も
決
め
ら
れ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
ご
み
集
松
所
に
正
し
く
出

し
、
清
潔
な
環
岐
づ
く
り
に
努
め
よ
う
。
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固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

田
中
訓
夫
l
山
北
久
美
子
録

音

釘

広

H
伊

藤

絹

子

佐

佐
藤
洋
三

1
田
中

敬

子

神

牧
田
敏
幸

1
原

因

究

干

京

圏
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

中
川
祐
太
郎
%
八
寸
ニ
故
末
広
町

山
本
ヨ
ン
%
七
十

一
歳

極

川

河
村
由
太
郎
%
八
十
一
政
八
幡
町

坂

上

位

帯

%

零

歳

南

栄

附

縦

部

時

士

%

七

十

九

蔵

樋

川

川
島
五
三
郎

%
七
十
八
歳
末
広
町 町丘吉町
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刷
/
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長
門
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版
社

日
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